
持続可能な
社会実現に向け
加速する「連帯・連携」

「行動の10年」の新たなステージへ
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地域や企業との連携を通じて
〝Mastery for Service〞に基づく
SDGsの推進を目指す



2015年に採択された持続可能な開発目標（SDGs）。

2030年の目標達成期限に向けて、間もなく折り返し地点を迎えることとなる。

ここ数年でSDGsに対する人々の理解は急速に深まり、

全員で世界規模の課題に対峙する機運が着実に醸成されてきた。

今後はその理解を礎に、「行動への転換」が求められるフェーズと言えるだろう。

コロナ禍による逆風を乗り越えて

私たちは次にいったいどのような行動を起こしていくべきなのか。

一人ひとりができることには限界がある。

そこで鍵となるのがソリダリティ、多様な行動主体による連帯・連携だ。

国際社会や地域社会において、SDGs達成に向けた連携がすでに広がりつつあり、

社会貢献を使命の一つとする大学においてもそうした動きが加速している。

いま大学はどのような未来を見据え、どのようなアクションに取り組んでいるのか。

その姿をヒントに、ソリダリティを軸にした行動のあり方をひも解いていく。

「ソリダリティ」の力で
行動の10年を切り開く。

SDGs行動の10年
2020年1月、アントニオ・グテーレス国連事務総長

の呼びかけで「行動の10年」がスタート。

2030年までの10年間で真にサステイナブルな

社会を実現するべく、国際／地域／個人の3つの

レベルにおけるアクションの加速化と対話による

連携が求められている。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ
ン
と
な
っ

た
の
が
、
水
族
館
と
連
携
し
た
遠
隔

校
外
学
習
だ
。入
院
中
の
子
ど
も
た

ち
が
、
病
院
か
ら
水
族
館
の
大
水
槽

内
に
あ
る
水
中
ド
ロ
ー
ン
を
遠
隔

操
作
し
た
り
、
水
槽
内
の
ダ
イ
バ
ー

が
手
に
し
た
３
６
０
度
カ
メ
ラ
の

映
像
を
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
で
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
水
中
の
生
き
物

を
観
察
。病
院
の
外
に
出
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
校
外
体

験
を
可
能
に
し
た
。イ
ワ
シ
の
群
れ

や
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
間
近
に
捉
え

た
映
像
に
子
ど
も
た
ち
は
「
思
っ
た

以
上
に
き
れ
い
に
見
え
る
」「
ド

ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
の
が
楽
し
い
」

と
夢
中
に
な
っ
た
。

　
丹
羽
教
授
の
専
門
は
特
別
支
援

教
育
（
病
気
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
教
育
）
だ
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研
究

最
先
端
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で

臨
場
感
溢
れ
る
校
外
体
験
を
実
現

　
関
西
学
院
大
学
教
育
学
部
の
丹

羽
登
教
授
は
、
富
士
通
株
式
会
社
な

ど
と
連
携
し
て
２
０
１
９
年
度
に

「
５
G
や
Ｖ
Ｒ
・
水
中
ド
ロ
ー
ン
等

の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
授

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語

る
。「
大
学
卒
業
後
、
教
諭
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
際
に
１
人
の
教
え
子

が
亡
く
な
る
と
い
う
経
験
を
し
ま

し
た
。そ
の
子
は
重
度
の
障
害
に
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
難
し
く
、
体
の
不
調
を
周
囲

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。こ
う
し
た
問
題
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
て
、
体
調
を
客
観
的
に

も
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
の
が
、
今
の
研
究

の
始
ま
り
で
す
」

教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
広
が
る

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
第

４
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
（
特
別

賞
）』」、「
I
A
U
D
国
際
デ
ザ
イ
ン

賞
２
０
２
０
金
賞
」、「
第
14
回
キ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
い
っ
た
数
々
の

賞
を
獲
得
し
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。丹
羽
教
授
は
こ
の
成
果
に
つ
い

て
「
私
は
入
院
な
ど
の
理
由
で
行
動

制
限
が
あ
る
子
ど
も
に
も
、
し
っ
か

り
と
し
た
教
育
の
機
会
を
用
意
す

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
世
界
共
通
の

テ
ー
マ
が
生
ま
れ
た
お
か
げ
で
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
、
非
常
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
語

る
。

　
現
在
は
水
族
館
だ
け
で
な
く
海

の
中
を
撮
影
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
、
今
後
も
さ
ら
な
る
挑

戦
を
続
け
る
予
定
だ
。丹
羽
教
授
は

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
教

育
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
自
信
を
持
た
せ
て
あ
げ
た

い
の
で
す
」
と
熱
を
持
っ
て
話
す
。

病
気
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
教
育

の
可
能
性
を
広
げ
る
丹
羽
教
授
の

研
究
に
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

丹羽 登
関西学院大学教育学部 教授

小学校や特別支援学校での勤
務を経て、2006年より文部科
学省初等中等教育局特別支援
教育課に特別支援教育調査官
として勤務。2015年より現
職。専門は特別支援教育。

関西学院大学

５GやVR・水中ドローン等の
先端技術を活用した
遠隔授業プロジェクト

持続可能な未来とDX
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未来を創る大学の実践

学
生
が
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
取
り
組
む

関
西
学
院
大
学
で
は
ス
ク
ー
ル
モ

ッ
ト
ー
“M

astery for Service

”

（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）
に
基
づ
き
、

学
生
・
教
員
・
職
員
が
一
人
ひ
と
り
の

立
場
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
こ

と
を
重
ん
じ
て
い
る
。
正
課
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
る
入
門
科

目
を
開
講
す
る
と
共
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

や
国
際
関
係
な
ど
の
専
門
領
域
に
お

け
る
実
践
的
な
学
び
に
も
注
力
。
ま

た
、
正
課
内
外
を
問
わ
ず
学
生
と
地

域
や
企
業
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
学
生
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
。
今
回
は
同
大
学
で
推
進

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か

ら
４
つ
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
。

大
学
生
の
手
で
地
域
の
自
然
を
守
る

Re.colab KO
BE

の
挑
戦

里
山
・
里
海
の
再
生
に
向
け
活
動

す
る
関
西
学
院
大
学
の
学
生
団
体

Re.colab KO
BE

（
通
称
・
リ
コ
ラ

ボ
）
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
同
大

学
社
会
学
部
松
村
淳
准
教
授
の
も
と

で
発
足
。
神
戸
市
と
協
働
す
る
環
境

保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
活
動
を
開

始
し
、
現
在
の
所
属
学
生
数
は
約
50

名
に
お
よ
ぶ
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が

「
自
然
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
環
境

問
題
が
深
刻
化
す
る
今
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
問

い
に
真
剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
人

と
人
、
人
と
自
然
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分
自
身
と
社
会

の
発
展
を
目
指
す
、
充
実
し
た
場
と

な
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
か
ら
始
ま
っ
た
１
年

間
の
活
動
で
、
主
と
し
て
２
つ
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
１
つ
目
が
、

神
戸
市
北
区
に
位
置
す
る
耕
作
放
棄

地
の
再
生
で
あ
る
。
草
を
刈
り
、
土

を
お
こ
し
、
畝
を
立
て
て
作
物
を
育

て
る
こ
と
で
、
近
年
急
速
に
減
少
す

る
里
山
の
保
全
を
推
進
。
リ
コ
ラ
ボ

フ
ァ
ー
ム
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
場

所
に
は
、
リ
コ
ラ
ボ
の
メ
ン
バ
ー
だ

け
で
な
く
神
戸
市
の
職
員
や
地
域
住

民
、
さ
ら
に
は
活
動
に
共
感
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
訪
れ
、
新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

２
つ
目
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
関

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

吸

収
源
と
し
て
近
年
世
界
的
に
注
目
さ

れ
て
い
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
。
そ
の

普
及
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
１
年

10
月
神
戸
市
須
磨
海
岸
で
「
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。

リ
コ
ラ
ボ
は
須
磨
里
海
の
会
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
マ
モ
種
子
バ
ン
ク
な
ど
と

連
携
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
用
い

ら
れ
る
海
草
の
一
種
、
ア
マ
モ
の
種

子
選
別
や
移
植
を
実
施
。
同
フ
ェ
ア

の
参
加
者
に
も
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の

啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
神
戸
市

兵
庫
区
の
烏
原
貯
水
池
で
は
、
同
市

水
道
局
に
よ
る
淡
水
域
で
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
事
業
に
参
加
。
２
０
２
１

年
秋
に
は
、
サ
サ
バ
モ
と
い
う
水
草

の
苗
床
の
植
栽
を
行
い
、（
株
）
自

然
回
復
の
協
力
の
も
と
で
サ
サ
バ
モ

を
食
い
尽
く
し
て
し
ま
う
外
来
種
の

カ
メ
の
駆
除
に
も
取
り
組
ん
だ
。
海

と
山
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
、
神
戸
市
、

リ
コ
ラ
ボ
の
協
働
に
よ
っ
て
完
成
し

た
朝
日
新
聞
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
連
携
サ

イ
ト
「
ｋ
ｏ-

ｄ
ｏ
」
に
、
学
生
自

ら
が
作
成
し
た
記
事
と
動
画
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
環
境

保
全
へ
の
多
様
な
取
り
組
み
を
神
戸

の
里
海
・
里
山
か
ら
発
信
し
て
い
る
。

地
域
の
人
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
や
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
展
開
す
る
リ
コ
ラ
ボ
。
今
後

は
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
高
等

学
校
の
探
究
学
習
、
さ
ら
に
は
大
学

の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
実
施
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、
参
加
が
決
定
し
て

い
る
関
西
万
博
の
共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
は
、
関
西
学
院
大
学
や
日
頃
の
活

動
で
関
わ
り
の
あ
る
朝
日
新
聞
社
、

神
戸
市
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

な
る
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。
万

博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
実
現
に
向
け
た
、

学
生
た
ち
の
新
た
な
取
り
組
み
に
注

目
し
た
い
。

スクールモットー “Mastery for Service”のもとに

地域や企業との連携を通じてＳＤＧｓを推進

学生の声

リコラボで活動する中で最も驚いたのは、役割や年齢にかかわらず
発言できる環境です。リコラボに参加して一カ月も経たない頃に提案
した「里山で養蜂する」という案が瞬く間に採用され、私は班長を任せ
られました。リコラボでは失敗を恐れることなく発言でき、発案に対
してメンバーが能動的に協力するという土壌があります。そのおかげで
多くのアイデアの種が生まれる、活発な団体になっていると感じます。

商学部3年 井上 大地さん

Re.colab KOBE 制作協力

社会学部 3年
永山 菜花さん

文学部 3年
出口 真愛さん
社会学部 3年
矢野 まなみさん

社会学部 2年
太田 帆香さん

社会学部 3年
前 遥菜さん

社会学部 3年
船引 香歩さん

大阪府立大学
生命環境科学域 2年
髙田 将之さん

記事
執筆

統括

写真
選定

学生の手で植えた大麦が生い茂るリコラボファーム
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未来を創る大学の実践

際
交
流
や
国
際
問
題
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
高
校
生
28
名
が
参
加
。
２
０

２
０
年
度
に
続
き
宿
泊
を
伴
う
イ
ベ

ン
ト
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
15

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。
２
０
２
１

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「D

istance 
But N

ot D
istant 

～
離
れ
て
い
て

も
心
は
ひ
と
つ
～
」。
自
由
に
人
と
人

が
会
う
こ
と
が
難
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、物
理
的
な
距
離
が
あ
る
か
ら

こ
そ
よ
り
深
く
丁
寧
に
人
と
人
の
関

わ
り
を
持
て
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
期
待
が
込
め
ら
れ
た
。
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を
行
う
の
は
関

西
学
院
大
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
学
生
・
参
加
予
定
学
生
を
中
心
と

す
る
学
生
団
体Kw

ansei G
akuin 

G
lobal Inspiration w

ith H
igh 

school

（
通
称
・
Ｋ
Ｇ
Ｉ
Ｈ
）
の
学

生
31
名
。
学
生
た
ち
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様

子
を
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

発
信
し
、
自
宅
や
高
校
か
ら
参
加
す

る
高
校
生
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
Ｋ

Ｇ
Ｉ
Ｈ
の
Ｏ
Ｂ
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工

科
大
学
大
学
院
生
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー

グ
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
（
当
時
）
の

入
山
竜
之
介
氏
に
よ
る
講
演
会
を
実

施
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
４

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
の
中

か
ら
選
ん
だ
５
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち

の
１
つ
に
つ
い
て
、
２
日
間
か
け
て

英
語
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。
最
終
日
に

は
各
グ
ル
ー
プ
が
考
え
を
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
に
ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

高
校
生
た
ち
は
学
校
や
学
年
の
枠

組
を
超
え
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
国
際
問
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
大
学
は
今
後
も
高
校
生
が
国

際
問
題
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
の
創
出

を
推
進
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

国
境
を
越
え
て
地
球
規
模
の

問
題
に
取
り
組
む

関
西
学
院
大
学
生
命
環
境
学
部
お

よ
び
工
学
部
は
、
２
０
２
２
年
２
月

下
旬
・
３
月
上
旬
に
、
協
定
校
を
含

む
海
外
の
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国

際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Sustainable 

Energy and Biodiversity

」
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
「
国
際
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交

流
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、今

回
が
２
回
目
の
実
施
と
な
る
。
イ
ン

ド
か
ら
ア
ミ
テ
ィ
大
学
と
ビ
ヤ
ニ
大

学
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
ウ
ダ
ヤ
ナ

大
学
と
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
、
ま

た
台
湾
か
ら
国
立
台
湾
師
範
大
学
と

東
海
大
学
の
学
生
計
１
０
０
名
ほ
ど

が
参
加
。
初
日
に
は
関
西
学
院
大
学

工
学
部
藤
原
明
比
古
教
授
お
よ
び
生

命
環
境
学
部
北
條
賢
准
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
・
３

日
目
に
は
参
加
大
学
の
学
生
か
ら
各

国
の
現
状
に
根
ざ
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
調
査
報
告

が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
総
括
を
担

っ
た
同
大
学
生
命
環
境
学
部
藤
博

幸
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返

る
。「
国
立
台
湾
師
範
大
学
と
ビ
ヤ

ニ
大
学
の
双
方
か
ら
風
力
発
電
所
の

設
置
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
っ
た

が
、
同
じ
ト
ピ
ッ
ク
で
も
設
置
場
所

な
ど
国
に
よ
る
取
り
組
み
の
違
い
が

鮮
明
化
さ
れ
、
興
味
深
か
っ
た
。
ま

た
台
湾
の
東
海
大
学
か
ら
は
、
植

物
・
水
・
太
陽
光
・
酵
母
が
植
物
利

用
型
微
生
物
燃
料
電
池
に
お
よ
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
微
生
物

を
利
用
し
た
海
洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理
の
研
究
に
つ
い
て
の

報
告
な
どSustainable Energy

と 
Biodiversity

の
両
方
に
関
わ
る
発

表
が
あ
り
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
議
論

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
」

こ
の
よ
う
な
実
り
あ
る
国
際
研
究

交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、世

界
各
国
に
多
数
の
協
定
大
学
を
有
す

る
関
西
学
院
大
学
な
ら
で
は
。
同
大

学
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
向

け
て
教
育
・
研
究
面
で
の
国
際
連
携

を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し
た

産
学
連
携
で
、学
生
の
成
長
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
る

産
学
連
携
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

大
学
生
に
よ
る
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

「Student Innovation College

（
通
称
・
Ｓ
カ
レ
）」。
多
数
の
参
加
企

業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
商
品
企

画
を
募
集
し
、
学
生
た
ち
は
そ
の
中

か
ら
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
ん
で
企
画

を
提
出
。
テ
ー
マ
ご
と
に
１
つ
の
企

画
の
み
が
採
択
さ
れ
、
お
よ
そ
１
年

か
け
て
商
品
化
に
取
り
組
む
。

２
０
２
０
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
株
式
会
社
日
本
旅
行
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
観
光
資
源
の
保
全
を
通
し

将
来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
旅
行
商

品
の
企
画
を
募
集
し
た
。
17
校
の
大

学
生
に
よ
る
応
募
の
中
か
ら
１
位
に

輝
い
た
の
は
関
西
学
院
大
学
商
学
部

石
淵
順
也
教
授
ゼ
ミ
の
学
生
に
よ
る

「
３
Ｒ 

Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ 

ｉ
ｎ
滋
賀
」
の
プ

ラ
ン
。
３
Ｒ
（Reduce

・Reuse

・

Recycle

）を
テ
ー
マ
に
、
地
球
環
境

に
貢
献
し
な
が
ら
家
族
で
楽
し
く
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
で
も
ら
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
旅
行
商
品
だ
。
滋
賀
県
内
６
施

設
の
協
力
に
よ
り
、
４
つ
の
体
験
と

２
つ
の
食
事
を
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

ー
に
し
た
。
ツ
ア
ー
企
画
後
は
、
大

学
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
ほ
か
、

株
式
会
社
日
本
旅
行
の
情
報
サ
イ
ト

で
の
紹
介
や
、
神
戸
新
聞
へ
の
記
事

掲
載
を
通
し
て
消
費
者
へ
の
宣
伝
を

強
化
。
そ
の
結
果
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ツ
ア
ー
販
売
期
間
中
の

滋
賀
県
へ
の
旅
行
需
要
に
も
影
響
を

見
せ
、
ツ
ア
ー
を
主
催
す
る
株
式
会

社
日
本
旅
行
に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
心
の
高
い
Ｚ
世
代
を
中
心

に
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、

商
品
化
に
よ
る
反
響
は
非
常
に
大
き

な
も
の
と
な
っ
た
。

石
淵
教
授
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
し

っ
か
り
と
座
学
を
行
っ
た
う
え
で
実

践
す
る
こ
と
が
、
学
生
の
本
当
の
成

長
に
繋
が
り
ま
す
。
Ｚ
世
代
の
学
生

た
ち
は
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
そ

れ
を
自
分
た
ち
で
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
に
長
け
て
お
り
、
さ
ら
に
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
の
つ
な
が
り
を
ど
ん
ど
ん
広
げ

て
い
く
こ
と
も
得
意
で
す
。
今
後
も

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
実
践
の
場
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
産
学
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

高
校
生
が
国
際
問
題
に
取
り
組
む

機
会
を
創
出
す
る

関
西
学
院
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

主
催
の
「
高
校
生
国
際
交
流
の
集
い

２
０
２
１
」
が
、
２
０
２
１
年
８
月

４
・
５
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
。
８
つ
の
高
校
か
ら
英
語
で
の
国

滋賀県栗東市「フォレストアドベンチャー・栗東」にて

参加者のスクリーンショット

Zoom会議の背景として参加者に配布した画像
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〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155
URL：https://www.kwansei.ac.jp/

企業の声 参加学生の声

1年にわたり企業や関連施設との調整・連携
をしながらプロジェクトを進めました。特に難
しかったのはＳＤＧｓと利益の両立。ＳＤＧｓは
必ずしも営利を目的とするものではありませ
んが、私たちの取り組みはビジネスであり、利
益創出は必須です。この両立を日本旅行の担
当者様と何度も話し合い、ご指導いただきな
がら進めていきました。納得できる商品が完
成したのは、妥協することなく取り組んだ結果
だと感じています。このプロジェクトを経て、1
つの商品を開発するには、関係者の方との利
害やコストの問題といったさまざまな困難が
あることを学びました。ビジネス的な感覚は、
学生にとってはなかなかつかみづらいものです。
それを養うことができた貴重な経験を、将来
社会に出たときに活か
したいと思います。

商学部4年（当時）

岡本 菜々恵さん

弊社がSDGs宣言として掲げている「『人』
『風景』『文化』という観光資源の保全を通
し、将来にわたり持続できるツーリズム事
業」を実現できる旅行商品を提案していた
だきたいと考え、今回のプロジェクトを実施
しました。「ＳＤＧｓ＝学びの旅」になりがちで
すが、「楽しく旅行をしていると、それがいつの
間にかＳＤＧｓへの貢献につながっている」
という斬新な発想や、旅行のポイントとなる
観光施設には現地に赴き実体験で納得
できた施設を用意するという行動も、ツアー
プランナーの本来あるべき姿だと感じ、学生
の皆さんから学ぶことが多かったです。今後
も産学連携を通して、１＋１＝2ではなく、それ
以上の価値を生み出すような取り組みを
推進できればと思い
ます。

今村 智香様

株式会社日本旅行　
ツーリズム事業本部
国内旅行事業部
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持続可能な
社会実現に向け
加速する「連帯・連携」

「行動の10年」の新たなステージへ

2 0 2 2年7月2 1日発行『SDGsに取り組む大学特集Vol.4』掲載（一部改変）

お問い合わせ先

関西学院大学
Kwansei Gakuin University

〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155
URL：https://www.kwansei.ac.jp/

We support the Sustainable Development Goals （SDGs）

関西学院大学  特別編集版

SDGsに取り組む大学特集 Vol. 4

地域や企業との連携を通じて
〝Mastery for Service〞に基づく
SDGsの推進を目指す




